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論文内容の要旨

本論文は，代表的な薄肉構造物である鋼箱桁橋の全体的変形と局所的変形の連成挙動を考慮し，こ

れらの弾性変形に関連する種々の力学的性状の正確な評価法および補剛設計法を確立するために実施

した一連の理論的ならびに実験的研究の成果をまとめたもので，次の 9 章からなっている。

第 1 章緒論においては，本研究の課題に関連する既往の研究成果について概説し，本研究の意義と

目的について述べている。

第 2 章においては，薄肉構造物の連成変形挙動を的確に取扱い得る解析手段として，有限ブロック

要素法を開発し，それを直線箱桁ならびに曲線箱桁に適用し 本法の有用性および有利性について論

じている。

第 3 章においては，有限ブロック要素法を応用して， (1)直線単重箱桁の断面変形に基因する力学的

性状に及ぼすダイアブラムの影響について論じている。 (2) 曲線単室箱桁の断面変形に及ぼすダイア

ブラムの間隔，曲率半径，載荷状態の影響を調べ，曲線桁特有の力学的性状を明確にしている。 (3)

多室箱桁においては，横方向載荷状態の影響の重要性について論じ，応力分布状態が前 2 者とかなり

異なることを明らかにしている。 (4) 並列箱桁においては 沓の配置方法とダイアブラムの剛度によ

っては，従来の格子桁理論では把握し得なかった特異現象が現われることを明白にしている。

第 4 章においては，薄肉構造物でしばしば発生する局所的応力急変現象が構造物全体の崩壊の引金

になることに着目し，この種の現象を正確に把握できる有力な解析法として，境界要素法を取り上げ

ているそして境界要素法を薄肉構造物に適用する場合に遭遇する種々の問題点の解決法および有限要

要法に対する境界要素法の優位性について述べている。
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第 5 章においては，薄肉連続体の局所的変形と全体的変形の連成挙動を適切に解析し得る手法とし

て境界要素法と有限ブロック要素法の混用解析法を定式化している。そして斜支持鋼箱桁橋に適用し

て，その支点付近の複雑な応力状態および局所的変形状態を正確に かっ効率良く計算し得ることを

示している。

第 6 章においては，各種形式の箱桁橋の全体模型について載荷実験を実施し，構造形式によって，

は，骨組構造解析により説明できないような重大な局所的変形挙動を呈することを明らかにしている。

その結果，第 4 章および第 5 章で述べた連続体力学に基礎を置く新しい解析法である境界要素法の適

用の必然性を示唆している。

第 7 章においては，前章までの基礎的研究の成果に基づき，連成変形挙動が重視される斜支持単純

箱桁および斜支持連続箱桁について種々の力学的特性を明らかにしている。

第 8 章においては，鋼箱桁橋の断面変形に基因する付加応力に支配的影響を及ぼす中間ダイアブラ

ム(隔壁，対傾構横ラーメン)などの補剛効果を明らかにするため パラーメータ数値解析を実施

し，中間ダイアブラムの剛度，間隔による各種力学量の変化について定量的考察を加え，実用上有用

な設計計算式ならびに設計計算図表を提示している。

第 9 章においては，本研究により得られた成果を総括し，結論を述べている。

論文の審査結果の要旨

薄肉構造物の長大化 軽量化に伴い 局所的変形と全体的変形の連成挙動はこの種構造物の耐荷性

能に重要な影響を及ぼす因子であると考えられる。

本研究は，代表的な薄肉構造物である鋼箱桁橋の連成変形挙動を解明し，補剛設計の合理化，経済

化を推進するために実施した一連の理論的ならび、に実，験的研究について論じたもので，主要な成果を

要約すると，次のとおりである。

(1) 薄肉棒構造の多様な力学的現象を同時に表現し得る新しい解析手法として有限ブロック要素法を

開発し，その有用性および有利性について論述し，更にそれを各種形式の箱桁構造に応用して，従

来の解析法によっては明確にされ得なかった。重要な力学的特性を明らかにした。

(2) 境界要素法を薄肉構造物に適用する場合の問題点を解決し，箱桁橋の連成挙動を正確に効率的に

評価し得る解析手法として，境界要素法と有限ブロック要素法の混用解析法を定式化し，従来不明

確であった斜支持箱桁橋の支点付近の各種部材に生ずる複雑な応力分布状態および局所的変形状態

を明らかにした。

(3) 鋼箱桁橋の中間ダイアブラムは，従来全く経験的に設計されていたが，その補剛効果について綿

密な考察を行い，中間ダイアブラムの必要剛度，間隔に関する有用な設計公式および設計図表を提

示した。。

以上のように本論文は 鋼箱桁橋の連成変形挙動に関する多くの有益な知見を提供すると共に，中
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間ダイアブラムに関する合理的な補剛設計法を確立したもので構造工学上寄与するところが大きしh

よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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